
（別紙３）

○事業所名

○保護者評価実施期間

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること 工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

・保護者様との情報共有
その日の小さな成長や変化を具体的に伝えるこ
とを徹底しており、一貫した対応を心掛けるこ
とで安心感を提供できるよう努めております。

送迎時に伝えるべき情報を事前に共有し、一貫
した情報をお届けできるよう努めています。
また、送迎時にお会いできない保護者様に関し
てはLINEで同等の情報を共有し、全てのご家庭
に「平等に手厚いサポート」を提供できるよう
努めております。

送迎時やLINEでのやり取りから保護者様が得
た情報が、家庭での支援につながりやすいよ
う、具体的な工夫やアドバイスを自然に伝える
ことを意識していきたいと考えています。

2

・Instagramを活用した情報発信
リーチ数やエンゲージメントの分析を行い、よ
り効果的な情報発信を心掛けています。

事業所での活動やイベントの様子を発信してい
ます。日々の活動を可視化して安心していただ
くこと、同業他社や地域の方々にも当事業所の
取り組みを知ってもらうきっかけを作ることが
できています。
特別な行事だけでなく、日常の些細な活動も取
り上げ、事業所の雰囲気が伝わるよう意識して
います。

更新頻度を上げるだけでなく、投稿内容に多様
性を持たせたいと考えています。例えば、保護
者様向けの育児ヒントや指導員の思いを発信す
ることで、事業所の活動や理念をより多くの方
に知っていただける取り組みを考えていきたい
です。

3

・本物体験の提供
日常ではなかなか体験できないような体験を積
極的に提供しております。自然と触れ合う活動
やプロの選手との交流、地域のイベントに参加
する機会を設け、普段の生活では得られない貴
重な経験を重ねることで、子どもたちの好奇心
や自己肯定感を育む取り組みを行っています。

本物体験の質を高めるために、イベントの計画
段階から「楽しみながら学べる事」を意識して
います。自然体験では季節の変化を感じられる
内容を盛り込み、料理体験では旬の食材を使用
するなど、五感を刺激する工夫をしています。
また、イベント後には体験を振り返る時間を設
け、「やってよかった」と感じてもらえるよう
サポートしています。

これまでの活動実績を振り返り、地域資源や専
門家との連携をさらに強化することで、より多
様で深い体験を提供していきたいと考えていま
す。また、保護者様にも事前に活動内容や目的
を共有させていただき、ご家庭での話題として
体験を広げられるよう工夫を進めていきます。

事業所の弱み（※）だと思われること 事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・事故等が発生した場合の対応について説明不
足
事故防止への活動へのご理解を頂いている一方
で万が一事故が起きた場合の対応について「わ
からない」とご意見をいただいています。

契約時の”緊急連絡先”の使用方法について説明
不足があったと考えております。万が一への備
えについての説明不足が利用者の皆様の不安に
つながる可能性があります。

緊急時とは具体的にどのような場合か（病気、
事故、災害）わかりやすい、丁寧な説明を心掛
けます。

2

・避難訓練の周知不足
SNSやLINEの活用、毎月配布の利用案内への記
載を行った事で昨年度のアンケート結果からは
改善が見られました。一方で「わからない」と
いうご意見も頂いております。

避難訓練の実施についてはイベント案内や口頭
でご説明させていただいておりますが、詳細な
内容や目的を全ご家庭に共有する仕組みが十分
に整っていないことが要因として考えられま
す。また、利用日が異なることで情報が届きに
くい状況も課題です。

年間スケジュールや実施状況の周知など、より
簡潔でわかりやすい表を使った説明を取り入れ
ることを考えております。

3
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2025年　1月　1日 ～ 2025年　12月　31日

（対象者数） 11 （回答者数） 11

2025年　1月　1日 ～ 2025年　12月　31日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

2025年　1月　3日

○ 分析結果

※より強化・充実を図ることが期待されること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること


